
塙
副
委
員
長
の

司
会
で
職
場
か
ら

の
運
動
で
組
織
拡

大
を
し
て
い
こ
う

と
挨
拶
し
た
。

議
長
に
土
浦
分

会
の
田
山
委
員
が

選
出
さ
れ
、
組
合

が
弱
体
化
し
合
理

化
攻
撃
が
次
々
と

進
ん
で
い
る
。
エ

ル
ダ
ー
で
早
期
退

職
・
辞
退
が
あ
り
対
策
が
必
要

と
挨
拶
し
た
。

久
保
田
委
員
長
か
ら
職
場
か

ら
の
仕
事
総
点
検
運
動
で
労
働

運
動
の
信
頼
を
高
め
組
織
拡
大

を
行
う
。

反
原
発
・
脱
原
発
で
は
監
視

の
強
化
、
核
と
人
類
は
共
存
で

き
な
い
。
現
状
を
全
国
に
発
信

し
よ
う
。

２
０
１
９
春
闘
、
労
働
条
件

改
善
、
反
合
理
化
に
つ
い
て
挨

拶
し
た
。

委
員
か
ら
の
発
言
は
、
駅
の

窓
口
が
廃
止
・
縮
小
さ
れ
、
お

客
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
る
。

国
労
脱
退
者
が
出
た
が
全
体

集
会
を
開
き
、
今
の
組
織
を
ど

う
守
ろ
う
か
と
話
を
し
た
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
賃
金
、
労

働
条
件
の
改
善
を
さ
れ
た
い
。

条
件
が
合
わ
な
く
て
退
職
す
る

人
も
出
て
い
る
。

若
い
プ
ロ
パ
ー
の
退
職
も
出

て
い
る
。
そ
の
補
充
も
な
く
要

員
不
足
の
中
で
働
い
て
い
る
。

過
半
数
代
表
選
で
、
こ
の
一

年
間
、
若
い
人
と
関
り
を
持
ち
、

昨
年
よ
り
票
が
増
え
た
。
日
常

の
関
わ
り
が
必
要
で
あ
る
。

常
磐
線
全
線
開
通
に
向
け
、

健
康
に
不
安
が
あ
る
。
以
前
と

比
較
し
て
高
線
量
計
の
携
帯
や

甲
状
腺
検
査
も
や
ら
な
く
な
っ

た
。
も
う
一
度
、
初
心
に
帰
っ

て
取
り
組
み
た
い
。

赤
沼
書
記
長
か
ら
、
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
闘
い
に
つ
い

て
自
治
体
選
挙
、
参
議
院
選
挙

に
勝
利
す
る
。

原
発
問
題
で
は
安
心
し
て
働

く
た
め
の
情
報
を
共
有
化
し
、

フ
ク
シ
マ
を
風
化
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
し
て
い
く
。

組
合
員
を
一
人
に
さ
せ
ず
、

エ
ル
ダ
ー
の
雇
用
先
の
労
働
条

件
改
善
、
雇
用
の
確
保
を
行
う
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
一
体
と
な
っ
て
、

す
べ
て
の
取
り
組
み
を
組
織
強

化
拡
大
に
し
て
い
こ
う
と
集
約

し
た
。

最
後
に
久
保
田
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。
。
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３
月
９
日
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
大
洗
に
お
い
て

第
１
７
４
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

質
疑
討
論
で
は
８
名
の
委
員
か
ら
真
摯
な
討
論
に

よ
り
当
面
の
闘
争
方
針
が
確
立
し
た
。

２
０
１
９
春
闘
・
組
織
強
化
拡
大
・
Ｊ
Ｒ
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け
て
取
り

組
む
事
を
確
認
し
た
。
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